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	スライド 9: 【考察】  　睡眠で十分な休養が取れているかについては、運動・食事習慣、労働時間、気温等と相関関係にあることが示唆された。奈良支部においては、分析結果を基にした健康講座の実施や、特設ページにおいて分析結果を分かりやすく伝える等の取り組みを行っている。 　なお、睡眠休養感に影響がある食事習慣の改善についても、別で実施した「特定保健指導対象者減少率の要因分析」における分析結果も踏まえつつ、特設ページにおいて今後広報を行っていく予定である。

